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一
　
近
世
開
始
期
ア
メ
リ
カ
新
大
陸
の
発
見
以
降
メ
キ
シ
コ
、
ペ
ル
ー
等
の
諸
鉱
山
か
ら
採
掘
さ
れ
た
金
銀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
へ
の
流
入
に
よ
り
、
そ
れ
等
諸
国
の
物
価
賃
金
の
高
勝
を
も
た
ら
し
い
わ
ゆ
る
価
格
革
命
の
成
立
を
み
た
。
さ
ら
に
、
東
イ
ン
ド
貿
易
に
際
し
て
は
重
商
主
義
時
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
側
の
恒
常
的
入
超
尻
決
済
と
東
洋
方
面
で
の
金
銀
比
価
に
お
け
る
銀
高
に
よ
り
専
ら
銀
の
イ
ン
ド
、
中
国
方
面
へ
の
流
出
を
み
、
遂
に
は
と
れ
等
両
国
を
し
て
銀
を
貨
幣
と
し
て
重
用
す
る
に
い
た
ら
し
め
た
。
　
　
　
中
国
幣
制
の
特
殊
研
究
　
そ
の
後
、
一
八
九
三
年
の
イ
ン
ド
の
金
為
替
本
位
の
採
用
、
本
世
紀
に
入
つ
て
一
九
三
四
年
の
ア
メ
リ
カ
の
銀
価
吊
上
政
策
と
一
九
三
五
年
の
中
国
の
幣
制
改
革
に
よ
る
現
銀
取
引
の
禁
止
に
伴
い
、
東
洋
方
面
に
蓄
積
さ
れ
た
銀
は
故
郷
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
還
流
し
、
重
商
主
義
時
代
か
ら
自
由
主
義
時
代
に
跨
っ
で
東
西
経
済
融
合
の
機
能
を
果
し
な
が
ら
銀
の
世
界
一
周
の
旅
の
完
結
を
み
た
。
　
如
上
の
銀
の
世
界
一
期
過
程
に
お
い
て
、
最
も
支
配
的
か
っ
長
期
的
に
貨
幣
的
機
能
を
果
し
た
の
は
中
国
に
お
い
で
で
あ
っ
た
。
十
八
世
紀
代
か
ら
今
世
紀
の
自
由
主
義
時
代
末
期
に
い
た
る
ま
で
の
中
居
経
済
の
理
解
は
銀
を
離
れ
て
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
つ
て
差
支
え
な
い
。
今
、
丑
国
通
商
以
後
の
中
国
に
お
け
る
そ
の
特
殊
的
な
複
雑
を
き
わ
め
神
秘
的
に
さ
え
映
ず
る
銀
両
制
度
に
つ
い
て
、
神
戸
大
学
教
授
宮
下
忠
雄
経
済
学
博
士
の
「
中
国
幣
制
の
特
殊
研
究
」
と
題
す
る
近
代
中
国
銀
両
制
度
の
研
究
の
刊
行
を
み
た
こ
と
は
、
暗
黒
裡
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
一
部
面
に
燈
火
を
点
ぜ
ら
れ
た
に
均
し
い
も
の
が
あ
る
。
宮
下
博
士
に
は
先
に
「
中
国
貨
幣
制
度
論
」
（
昭
和
十
三
年
刊
行
）
、
「
中
国
銀
行
制
度
論
」
（
昭
和
十
六
年
刊
行
）
の
二
大
著
が
あ
り
、
中
国
の
金
融
問
題
に
造
詣
深
い
著
者
を
え
て
始
め
て
銀
河
研
究
の
完
成
を
み
た
と
と
は
至
当
の
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
銀
両
と
は
俗
に
馬
蹄
銀
＝
Ｓ
ｙ
ｃ
ｅ
ｅ
　
Ｓ
ｉ
ｌ
ｖ
ｅ
ｒ
と
呼
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
日
で
は
そ
の
制
度
は
消
滅
し
、
実
物
も
絶
滅
に
近
い
状
態
に
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宮
下
博
士
の
銀
両
制
度
の
研
究
の
価
値
あ
る
所
以
は
そ
れ
が
社
会
経
済
史
的
背
景
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に
お
い
て
取
扱
わ
れ
、
な
お
今
日
の
中
国
社
会
経
済
の
現
実
と
特
殊
性
理
解
の
た
め
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
少
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
そ
の
輪
廓
を
明
ら
か
に
し
、
真
摯
な
本
研
究
を
江
湖
に
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
二
　
本
書
は
五
日
通
商
（
一
八
四
二
年
）
以
後
の
中
国
近
代
化
過
程
に
お
け
る
銀
両
制
度
の
研
究
で
あ
つ
て
、
全
十
五
章
か
ら
成
立
す
る
。
　
第
一
章
お
よ
び
第
二
章
で
は
近
代
中
国
銀
両
制
度
の
本
質
形
態
、
な
ら
び
に
そ
の
社
命
経
済
的
性
格
の
分
析
が
試
み
ら
れ
る
。
そ
と
で
は
既
往
の
銀
両
の
定
義
に
つ
い
て
の
両
建
（
重
量
と
品
位
）
秤
量
銀
地
金
貨
幣
説
や
、
銀
秤
量
用
両
建
貨
幣
的
計
算
単
位
説
の
何
れ
も
は
盾
の
一
面
の
み
を
み
る
も
の
と
し
て
斥
け
、
著
者
は
近
代
中
国
の
銀
両
を
以
つ
て
秤
量
貨
幣
た
る
銀
地
金
の
み
な
ら
ず
、
両
を
基
準
と
す
る
貨
幣
単
位
を
も
銀
両
と
し
て
取
扱
う
。
従
つ
て
、
銀
両
制
度
は
形
態
的
に
固
有
の
銀
両
制
度
と
派
生
的
銀
両
制
度
に
区
別
さ
れ
る
。
固
有
の
銀
両
制
度
は
古
く
か
ら
中
国
で
行
わ
れ
て
き
た
銀
地
金
の
秤
量
制
度
で
、
こ
れ
を
銀
錠
秤
量
銀
両
制
度
と
い
い
、
こ
の
制
度
は
日
銀
錠
、
§
銀
錠
秤
量
銀
両
単
位
、
㈱
秤
量
の
手
続
と
い
う
三
つ
の
モ
メ
ン
ト
よ
り
成
立
つ
と
す
る
。
し
か
る
に
、
近
代
中
国
に
人
つ
て
か
ら
は
、
銀
貨
の
流
通
増
大
を
主
た
る
原
因
と
し
て
右
の
三
つ
の
モ
メ
ン
ト
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
の
変
化
に
基
ず
き
種
々
の
形
態
の
銀
両
制
度
が
生
成
し
、
そ
れ
ら
の
銀
両
制
度
を
以
っ
て
派
生
的
銀
両
制
度
と
し
、
次
の
ご
と
き
も
の
が
列
挙
さ
れ
る
。
　
一
、
銀
錠
秤
量
銀
量
単
位
銀
錠
価
値
換
算
制
度
　
二
、
銀
錠
秤
量
銀
量
単
位
銀
貨
秤
量
制
度
　
三
、
銀
錠
秤
量
銀
量
単
位
銀
貨
価
値
換
算
制
度
　
四
、
銀
貨
秤
量
銀
両
単
位
銀
貨
秤
量
制
度
　
五
、
銀
貨
秤
量
銀
両
単
位
銀
貨
価
値
換
算
制
度
　
六
、
銀
両
鋳
貨
制
度
　
右
の
ほ
か
、
固
有
の
銀
両
制
度
に
関
連
し
て
紙
幣
・
手
形
・
預
金
振
替
・
為
替
送
金
・
帳
簿
信
用
等
の
銀
両
信
用
制
度
が
あ
る
。
近
代
中
国
の
銀
両
制
度
は
お
よ
そ
如
上
の
ご
と
き
諸
形
態
を
と
り
、
一
地
の
銀
両
制
度
に
っ
い
て
み
れ
ば
若
干
の
形
態
の
銀
両
制
度
の
複
合
体
で
あ
る
こ
と
を
通
常
と
し
て
い
た
。
銀
両
制
度
を
複
雑
怪
奇
な
ら
し
め
た
所
以
で
あ
る
。
　
第
二
章
の
「
清
朝
の
幣
制
と
銀
両
制
度
」
で
は
末
代
以
降
の
中
国
の
幣
制
に
つ
い
て
国
幣
制
度
と
民
幣
制
度
と
の
対
立
乃
至
は
併
存
抗
争
の
あ
つ
た
と
と
を
指
摘
す
る
。
清
代
の
国
幣
制
度
は
制
銭
（
銅
貨
）
と
銀
錠
で
あ
り
、
国
庫
の
収
支
に
用
い
た
銀
錠
と
し
て
は
庫
平
に
よ
り
秤
量
さ
れ
る
庫
平
銀
の
み
を
認
め
、
そ
れ
以
外
の
民
用
の
銀
錠
に
っ
い
て
は
自
由
放
任
さ
れ
、
各
種
形
式
の
大
小
の
銀
錠
が
各
相
違
す
る
単
位
と
平
（
ハ
カ
リ
）
を
以
て
秤
量
さ
れ
流
通
弘
布
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
民
幣
に
は
如
上
の
銀
錠
の
ほ
か
に
銅
銭
、
輸
入
銀
貨
、
私
票
が
あ
っ
た
。
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こ
れ
等
の
民
幣
の
幣
制
権
は
商
人
ギ
ル
ド
の
掌
中
に
あ
つ
て
、
「
中
国
の
民
幣
制
度
の
も
と
に
お
い
て
は
支
払
協
同
体
は
幣
制
を
創
造
し
う
る
。
」
と
し
て
著
者
は
中
国
に
お
け
る
民
幣
制
度
の
存
立
基
礎
を
確
認
す
る
。
ま
さ
に
、
こ
の
こ
と
は
鋳
貨
と
度
量
衡
の
規
制
が
常
に
最
高
の
政
治
的
権
力
に
帰
属
し
て
い
た
西
洋
と
は
対
遮
的
な
特
徴
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
い
で
、
中
国
で
銀
貨
の
鋳
造
が
永
く
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
し
て
銀
両
制
度
の
成
立
を
み
る
に
い
た
ら
し
め
た
基
礎
条
件
と
し
て
、
日
銅
銭
の
民
衆
生
活
に
お
け
る
不
可
欠
性
に
対
し
、
銀
錠
流
通
性
に
お
け
る
特
殊
性
（
大
取
引
、
大
価
格
の
支
払
）
、
§
民
衆
の
金
属
主
義
的
お
よ
び
秤
量
主
義
的
貨
幣
観
念
、
㈱
金
属
貨
幣
鋳
造
技
術
の
幼
稚
性
、
紳
中
国
経
済
の
前
資
本
主
義
性
、
国
ギ
ル
ド
に
よ
る
幣
制
支
配
権
の
掌
握
の
諸
特
徴
を
あ
げ
る
。
し
か
も
、
か
か
る
著
者
の
立
論
の
根
拠
に
は
既
往
の
銀
両
の
鋳
貨
説
（
京
大
、
穂
積
文
雄
教
授
）
（
本
書
一
四
四
ｌ
七
頁
）
、
中
国
幣
制
に
お
け
る
名
目
主
義
性
説
（
一
橋
大
、
村
松
裕
次
教
授
）
（
本
書
一
九
Ｉ
ニ
○
頁
、
一
四
四
頁
、
五
〇
八
’
－
’
五
一
二
頁
）
に
周
到
厳
密
な
本
書
の
研
究
結
果
に
裏
ず
け
ら
れ
な
が
ら
反
馭
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
中
国
人
の
貨
幣
思
想
が
金
属
主
義
で
あ
る
か
名
目
主
義
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
過
去
幾
多
の
論
争
を
へ
て
き
た
だ
け
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
　
第
二
節
で
は
如
上
の
清
代
原
有
の
銀
両
制
度
が
中
国
国
幣
制
度
の
近
代
化
に
際
し
、
前
資
本
主
義
的
半
植
民
地
的
諸
勢
力
の
残
存
に
よ
り
改
革
の
徹
底
化
を
み
る
に
い
た
ら
な
か
つ
た
と
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
Ξ
　
第
三
章
か
ら
第
十
三
章
ま
で
は
近
代
中
国
に
お
け
る
銀
両
制
度
の
実
体
が
取
り
扱
わ
れ
る
。
そ
の
う
ち
第
三
章
は
第
四
章
以
下
の
各
論
に
対
す
る
総
論
の
意
味
を
も
ち
、
最
後
の
節
で
は
銀
錠
に
は
と
れ
に
代
替
性
を
も
た
ら
し
め
る
観
念
が
な
か
つ
た
か
ら
未
だ
鋳
貨
と
み
る
べ
き
で
は
な
く
、
さ
り
と
て
単
純
な
秤
量
貨
幣
で
な
い
こ
と
も
明
白
で
あ
つ
て
、
銀
錠
秤
量
銀
両
制
度
の
合
理
化
の
一
形
態
と
し
て
、
む
し
ろ
半
定
型
的
銀
地
金
貨
幣
と
呼
ぶ
の
を
至
当
と
し
、
貨
幣
性
の
程
度
の
比
較
的
高
い
物
品
貨
幣
と
み
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
既
往
の
銀
両
鋳
貨
説
に
反
馭
し
て
い
る
。
著
者
は
年
来
中
国
民
衆
に
は
金
属
主
義
的
貨
幣
観
念
が
支
配
す
る
と
の
主
張
者
で
あ
つ
て
、
銀
両
制
度
と
の
実
質
的
価
値
関
係
が
立
ち
き
れ
、
単
純
に
名
目
主
義
化
す
る
場
合
そ
の
価
値
維
持
は
困
難
と
な
り
不
換
紙
幣
化
し
て
没
落
す
る
に
い
た
る
と
と
を
明
ら
か
に
し
、
（
本
書
一
九
‐
－
ｊ
二
○
頁
、
一
四
四
頁
、
五
一
一
頁
）
現
在
の
中
共
政
権
に
お
い
て
も
、
金
属
主
義
や
秤
量
主
義
よ
り
も
さ
ら
に
徹
底
し
た
物
財
主
義
を
以
つ
て
貨
幣
価
値
維
特
に
努
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
中
国
の
社
会
で
は
貨
幣
の
信
認
を
支
え
る
も
の
は
国
家
よ
り
も
物
財
で
あ
り
、
金
属
で
あ
り
、
然
ら
ず
と
す
れ
ば
ギ
ル
ド
で
あ
つ
た
と
独
自
の
立
場
を
披
瀝
す
る
。
　
つ
い
で
、
第
四
章
か
ら
第
九
章
ま
で
は
満
洲
、
華
北
、
華
東
、
華
中
華
南
、
辺
境
に
ま
で
お
よ
ぶ
中
国
全
土
に
わ
た
る
銀
錠
秤
量
銀
両
制
度
－一一157 ･
の
各
地
方
別
の
詳
細
な
実
態
調
査
の
記
録
で
あ
る
。
　
第
十
章
は
銀
錠
の
代
り
に
銀
貨
を
授
受
す
る
制
度
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
小
竹
文
夫
教
授
の
足
色
銀
両
（
紋
銀
）
の
国
外
流
出
否
定
説
を
反
駁
し
、
悪
貨
の
洋
銭
に
も
打
歩
の
つ
く
事
実
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
第
十
一
章
の
開
平
銀
制
度
で
は
海
関
を
中
心
と
し
て
使
用
さ
れ
た
官
定
銀
両
の
関
平
銀
に
つ
い
て
検
討
し
、
関
平
銀
が
全
海
関
を
通
じ
て
画
一
的
統
一
的
に
等
し
い
価
値
を
有
す
る
計
算
単
位
の
ご
と
く
解
す
る
通
説
の
誤
謬
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
　
第
十
二
章
で
は
銀
錠
を
離
れ
た
銀
両
鋳
貨
（
銀
貨
）
に
つ
い
て
の
歴
史
的
解
明
を
試
み
ら
れ
、
本
章
で
金
属
貨
幣
と
し
て
の
銀
両
制
度
の
分
析
が
打
切
ら
れ
る
。
　
第
十
三
章
で
は
関
連
的
銀
両
制
度
と
し
て
銀
両
信
用
制
度
の
う
ち
と
く
に
中
国
の
各
地
方
に
成
立
を
み
て
い
た
銀
両
振
替
制
度
、
例
へ
ば
上
海
の
匯
劃
、
天
津
の
撥
碼
、
営
ロ
の
過
炉
銀
等
に
つ
い
て
の
考
察
が
試
み
ら
れ
る
。
銀
両
振
替
制
度
は
ギ
ル
ド
的
結
合
に
よ
る
人
的
信
用
関
係
の
基
礎
の
上
に
成
立
し
、
名
目
主
義
説
の
よ
つ
て
立
つ
主
要
根
拠
で
も
あ
る
が
、
振
替
え
ら
れ
る
預
金
単
位
が
銀
錠
秤
量
銀
両
単
位
と
の
価
値
関
連
を
絶
ち
不
換
紙
幣
化
す
る
と
と
も
に
没
落
す
る
に
い
た
る
実
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
如
上
の
傾
向
か
ら
し
て
も
ギ
ル
ド
的
結
合
に
よ
る
信
用
制
度
に
も
一
定
の
限
界
が
あ
り
、
究
極
す
る
と
こ
ろ
は
財
産
関
係
に
よ
る
物
的
保
証
が
潜
在
的
に
大
き
た
効
果
を
有
し
て
い
た
と
と
を
教
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
四
　
第
十
四
章
以
下
で
は
民
国
以
降
に
お
け
る
近
代
中
国
銀
両
制
度
の
崩
壊
過
程
が
考
察
さ
れ
る
。
第
十
四
章
は
北
京
政
府
時
代
を
取
扱
い
廃
両
の
促
進
的
阻
止
的
要
因
を
概
観
す
る
。
民
国
三
年
の
国
幣
条
例
に
よ
る
袁
像
銀
元
の
出
現
を
以
つ
て
、
廃
両
の
重
要
な
一
モ
ー
メ
ソ
ト
と
す
る
が
、
廃
両
改
元
が
遂
に
北
京
政
府
時
代
に
達
成
さ
れ
な
か
つ
た
根
本
的
理
由
を
「
銀
元
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
も
い
う
べ
き
新
興
の
上
海
民
族
主
義
銀
行
資
本
の
勢
力
が
な
お
「
銀
両
ブ
ロ
ッ
ク
」
の
外
国
銀
本
資
本
な
ら
び
に
銭
荘
資
本
に
決
定
的
に
優
越
す
る
段
階
に
ま
で
到
達
し
て
い
な
か
つ
た
と
と
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
　
最
後
の
第
十
五
章
で
は
国
民
政
府
時
代
の
廃
両
改
元
の
経
過
が
展
開
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
民
政
府
と
淅
江
財
閥
の
頂
点
に
た
つ
上
海
民
族
銀
行
資
本
と
の
合
作
の
も
と
に
展
開
さ
れ
る
廃
両
改
元
を
国
幣
制
度
、
民
幣
制
度
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的
に
進
展
す
る
過
程
か
ら
、
一
九
三
三
年
四
月
六
日
全
国
的
廃
両
の
断
行
を
み
る
に
い
た
る
経
過
が
詳
細
に
考
察
さ
れ
る
。
全
国
的
廃
両
を
促
進
し
た
要
因
は
銀
両
ブ
ロ
ッ
ク
（
前
資
本
主
義
的
銭
荘
資
本
と
半
植
民
地
的
外
国
資
本
）
の
衰
退
に
併
行
す
る
銀
元
プ
ロ
ッ
タ
【
資
本
主
義
的
中
国
銀
行
資
本
）
の
政
治
的
経
済
的
優
越
化
に
あ
る
が
、
そ
の
主
要
な
契
機
と
し
て
は
、
一
、
中
央
造
幣
廠
の
開
工
進
展
、
ニ
、
銀
価
の
下
落
と
各
国
の
金
本
位
制
の
離
脱
、
三
、
　
一
九
一一158
三
二
年
前
半
期
の
洋
厘
（
銀
元
一
元
の
上
海
員
元
両
に
対
す
る
相
場
）
の
大
暴
落
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
末
尾
の
第
四
節
で
は
全
国
的
銀
両
改
元
の
結
果
と
意
義
を
論
ず
る
。
そ
の
結
果
の
主
な
る
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
Ｈ
中
国
幣
制
の
統
一
　
§
国
家
の
幣
制
を
通
ず
る
中
国
経
済
社
会
に
対
す
る
統
制
力
の
確
保
　
㈱
上
海
民
族
銀
行
資
本
の
勢
力
伸
長
と
前
資
本
主
義
的
上
海
銭
荘
資
　
　
本
の
衰
頽
　
糾
外
銀
国
行
の
地
位
の
没
落
と
中
央
銀
行
の
外
国
為
替
市
場
に
お
け
　
　
る
勢
力
の
向
上
　
同
以
上
の
綜
合
的
結
果
と
し
て
の
中
国
経
済
の
国
民
経
済
的
発
展
、
　
　
な
ら
び
に
中
国
国
家
の
近
代
化
の
達
成
　
さ
ら
に
、
二
年
後
一
九
三
五
年
の
国
民
政
府
の
幣
制
改
革
は
こ
れ
に
先
行
し
た
全
国
的
廃
両
改
元
を
経
て
始
め
て
可
能
で
あ
っ
た
所
以
を
と
き
、
そ
こ
に
全
国
的
廃
両
の
世
界
史
的
意
義
を
著
者
は
認
め
る
。
一
九
三
五
年
の
幣
制
改
革
の
強
行
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
は
薔
薇
色
に
み
え
た
上
海
民
族
銀
行
資
本
の
前
途
は
暗
転
し
て
中
央
、
中
国
、
交
通
、
中
国
農
民
の
四
銀
行
を
中
心
と
す
る
国
家
銀
行
資
本
に
従
属
せ
し
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
一
九
三
五
年
以
降
は
銀
元
ブ
ロ
ッ
ク
に
属
し
て
い
た
上
海
銀
行
民
族
資
本
は
逆
に
銀
両
ブ
ロ
ッ
タ
の
上
海
銭
業
資
本
と
提
携
し
て
国
民
政
府
、
な
ら
び
に
日
本
側
の
強
権
的
貨
幣
金
融
政
策
に
対
抗
し
て
い
っ
た
。
幣
制
に
お
け
る
民
間
生
活
の
保
全
手
段
－
・
Ｉ
・
銀
両
制
度
の
ご
と
き
－
Ｉ
は
ギ
ル
ド
か
ら
失
わ
れ
、
も
は
や
民
衆
の
手
に
は
帰
ら
な
く
か
つ
て
い
た
が
、
「
民
」
は
袖
手
し
て
「
官
」
の
貨
幣
政
策
の
濫
用
に
自
ら
の
経
済
と
生
活
を
委
ね
る
こ
と
な
く
、
著
者
の
「
中
国
銀
行
制
度
論
」
等
に
も
展
開
さ
れ
る
有
力
な
対
抗
措
置
に
で
た
。
と
く
に
、
幣
制
金
融
に
お
け
る
官
僚
軍
閥
の
デ
ス
ポ
テ
イ
ズ
ム
ヘ
の
不
信
に
み
ら
れ
る
民
間
ギ
ル
ド
の
勢
力
と
意
義
を
著
者
は
高
く
評
価
し
て
い
る
。
右
の
ご
と
き
傾
向
は
公
式
主
義
的
中
国
研
究
者
に
見
出
さ
れ
な
い
態
度
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
克
明
な
民
衆
生
活
の
実
態
研
究
の
労
苦
を
へ
な
い
公
式
主
義
論
者
は
民
衆
生
活
の
後
進
的
社
会
経
済
構
造
に
対
し
、
性
急
に
否
定
的
な
断
定
を
下
し
が
ち
で
あ
る
が
、
か
か
る
後
進
的
構
造
へ
の
停
滞
を
余
儀
な
く
せ
し
め
た
上
層
の
官
僚
デ
ス
ポ
テ
イ
ズ
ム
ヘ
の
鋭
い
批
判
を
向
け
る
と
き
、
民
衆
生
活
へ
の
同
情
的
理
解
に
よ
つ
て
公
式
主
義
的
見
解
の
誤
謬
が
是
正
さ
れ
ゆ
く
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
銀
両
制
度
を
長
く
存
続
せ
し
め
た
中
国
の
社
会
経
済
的
諸
条
件
は
革
命
情
勢
下
に
一
拠
に
覆
滅
し
さ
れ
ゆ
く
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
今
日
の
中
共
革
命
に
お
い
て
も
、
適
確
な
事
実
の
把
握
は
困
難
で
あ
る
が
、
中
国
の
現
実
に
即
応
す
る
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
銀
両
制
度
そ
れ
自
体
は
消
滅
を
み
て
も
、
そ
の
背
景
の
社
会
経
済
的
分
析
を
試
み
た
本
書
の
も
つ
価
値
は
今
日
の
革
命
情
勢
下
に
あ
つ
て
な
お
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
流
転
変
説
の
目
ま
ぐ
る
し
い
日
本
学
界
に
お
け
る
中
国
研
究
者
層
の
う
ち
に
あ
つ
て
時
流
に
超
然
と
し
て
浩
澣
な
本
書
を
完
成
せ
し
め
た
著
者
一一-159
デ
ュ
ー
セ
ソ
べ
p
-
｢
所
得
へ
貯
蓄
及
消
費
者
行
動
の
理
論
｣
の
重
厚
な
学
問
的
良
心
に
敬
服
お
く
縫
わ
な
い
も
の
が
あ
る
｡
勿
忙
の
う
ち
に
著
し
た
本
紹
介
が
内
容
の
片
鱗
を
伝
え
る
に
止
ま
り
'
か
つ
文
中
伝
え
て
誤
り
の
な
い
こ
と
を
保
し
え
な
い
｡
予
め
著
者
の
諒
寮
を
こ
う
次
発
で
あ
る
｡
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